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日本語教育で「辞書形」を「活用」の中心に据えるのは、なぜなのか

藤村泰司

0．日本語の動詞は、使われる環境によって色々と姿を変えて現れる。この変化を、我々は

通常「活用」と呼んでいる。「ます形」とか「て形」などというのは、その現れた時の形

を呼ぶ名である。日本語教育では、そのような形の変化を「辞書形」（辞書に出てくる形、

たとえば「食べる」）を中心にして記述するのが常である。たとえば、「ます形」　（一般

の国語学では、「連用形」に助動詞の「ます」が付属したものとされている）は、「辞書

形」の語尾を「あいうえお表」の「う段」から「い段」に変え、それに「ます」を付ける

ことによって派生するというふうに記述される。「辞書形」をローマ字表記にして「ます

形」の派生を「あいうえお表」を使わずに説くのも、根本は同じである。この「辞書形」

中心の「活用」の記述法が日本語教育で中心的説明法となっている理由は、何なのだろう

カ㌔

　　今や世界中で日本語教育が盛んである。それに付随して様々な教科書が作成されてい

る。そのすべてを手に取って調べるわけにはいかないが、成入用に作られた普通の教科書

であれば、使用される会話文や例文は「です／ます」体（丁寧体）で書かれていると思われ

る。国語の教科書を除き、外国人用に作られた日本語の教科書が初めから「る／た」体（非

丁寧体）で書かれていることは、まずないであろう。なのに、「活用」が問題になるとこ

ろでは、丁寧体の基をなす「ます形」ではなく非丁寧体の「辞書形」が言及されるのはど

うしてなのだろうか。

1．現在日本で使われている教科書の中で動詞の「活用」を「ます形」中心に記述している

のは、私の知る限り『新日本語の基礎1』（ユ990）と『新日本語の基礎II』（1993）のみであ

る。ただ、残念なことに、なぜそのような記述法をとったのかはどこにも述べられていな

い。使用されている会話文や例文が「です／ます」体で書かれているからこのほうが便利だ

ろうと著者たちが単純に考えたのかもしれないが、真相は明らかではない。

　　では、逆に動詞の「活用」を「辞書形」中心に記述している教科書の著者またはその

ような教科書を支持する日本語教育者は、その説明法の正当性をどのように主張している

のであろうカ㌔この問題は、動詞のグループ分けと密接に関係しているようである。丸山

敬介は、日本語教師養成のための参考書『日本語教育演習シリーズ①ことばの整理』

（1994｝の中で、活用の上から動詞のグループ分けを考える時、　「辞書形」に基づく判別法

のほうが「ます形」に基づく判別法より優れていると述べている由。換言すれば、丸山は、



活用の記述には動詞の分類上の知識が必要で、学生がそれを動詞の形から得ようとすれば

「ます形」からよりも「辞書形」からのほうがより効率的だと考えているのだ滋。だが、

本当に「ます形」に基づく動詞のグループ分けは、「辞書形」に基づくものより非効率的

なのだろうか。これが証明されなければ、　「辞書形」を基本にして「活用」を説明しよう

とする方法の正当性は立証されないことになる。

2．動詞の分類法として国語学などで使われるものに「一段動詞」「五殺動詞」「不規則動

詞」というものがある。今これを使って「辞書形」による動詞分類判別法（以下これを

　「辞書形」法と呼ぶ）と「ます形」による動詞分類判別法似下これを「ます形」法と呼

ぶ）の違いを見てみよう。まず「辞書形」法では、動詞の形とその分類との関係は次のよ

うになる。

　　　「辞書形」が「る」で終わらない動詞　→　五段動詞

　　　「辞書形」が「る」で終わる動詞のうち

　　　　「る」の前の音節が「あ／う／お」の母音を含む　→　五段動詞

　　　「る」の前の音節が「い／え」の母音を含む　→　一段動詞か五段動詞

この分類法では、「走る」　「帰る」などの「い／え」の母音を含む音節を語尾「る」の前に

持つ五段動詞が数の上から例外的な存在として扱われるのが普通である。次に、「ます形」

法を見てみると次のようになる。

　　「ます形」の「ます」の前の音節に「え」の母音を含む→　一段動詞

　　「ます形」の「ます」の前の音節に「い」の母音を含む→　五段動詞か一段動詞

先の動詞分類判別法の例外の取り扱い方に従えば、この分類法では、「見ます」などの

「い」の母音を含む音節を語尾「ます」の直前に持つ一段動詞を数の上から例外的な存在

として扱うことが・可能であろう。となれば、両動詞分類判別法の有効率は、他に特別な

理由ない限り・それぞれにおける例外的な存在の量に比例すると考えることができる。

　　確かに・　「辞書形」法に慣れている者にとっては、「辞書形」法の例外例のほうが、

「ます形」法に鮒る舩例より少なv・ように駅るかもしれないが、実のところまだ後

者の例外例を「例外」として扱った試みがあるわけではないので敬比較のしようがない。

そこで・北原保繍『日本語逆引き瀬』（1990）鞭ってそれぞれの例外例の褥寸をして

みると、結果は、次の通りになった。

ω乱辟書形」法での例外となる五段動詞（osり、「る」の前に「wえ」の母音を

　　　　　含む音節を持つ五段動詞）の数：　206語

　　h「ます形」法での例外となる一段動詞（つまり、「ます」¢前に「い」の母音を

　　　　　含む音節を持つ一段動詞）の数：　160語

但し・（・・）の例外数の中には洞じ形態素傭尾購つ語（喰い入る」「滅入る」など

の「入る」を持つ語27例・「呆れ返る」「生き返る」などのr返る」を持つ語2鰍「言

い切るj「打ち切る」などの「切る」を持つ語6。例）が含まれている注・．これらの語をそ



れそれ一グループー語と数えると、「辞書形」法の例外数は以下のようになる。

　（la，）「辞書形」法での例外となる五段動詞の数：　101語

また、（lb）の例外数の中には、同じ形態素ではないが同じ形式の語尾を持つ語（「命じる」

「講じる」などの「長母音十じる」を持つ語22例、「案じる」「甘んじる」などの「んじ

る」を語尾に持つ語39例）が含まれている。これらの語をそれぞれ一グルーブー語と数え

ると、「ます形」法の例外数は以下のようになる。

　（ユb’）「ます形」法での例外となる一段動詞の数：　IO1語

　　「辞害形」法での例外となる五段動詞の数と「ます形」法での例外となる一段動詞の

数が同数になったが、北原の辞典には日本語教科書には決して出て来ないであろうと思わ

れる語がかなり含まれている。その例をいくつか挙げると、「焙（ほう）じる」「詰（なじ）る」

「雀（むし）る」「幼（おさな）びる」「陶おもんみ）る」などであるe従って、次に行うのは、

それぞれの例外例である101語の中で実際に日本語教育の場で使われるのはいくつぐらいあ

るのかを調べてみることである。そのための資料として『日本語能力試験出題基準』

（1994）の中に掲載された日本語能力試験1，2級用の語彙リストを使うことにする。

　　リストには、1級の語彙として7，800語が挙げ』られている注5。そのうち、「辞書形」法

での例外となる五段動詞の数と「ます形」法での例外となる一段動詞の数は、ともに46語

となり、　『日本語逆引き辞典』（1990）での調査と同様に同数になった。以下に、それぞれ

の例外例注Eを挙げる。

　②a，「辞書形」法での例外となる五段動詞（つまり、「る」の前に「い／え」の母音を

　　　　含む音節を持つ五段動詞）の数：　46語
　　　　　南せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　い　　　　　　　　　　　　うらぎ

　　　　　焦る，いじる，いってまいる★，要る＋，煎る／妙る士，打ち切る，裏切る★，
　　　　　　　　　　おそ　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

　　　　　押し切る，恐れ入る，帰る〆返るt，かじるt，噛み切る，気に入る＋，
　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ざ　　　　　　　け　　　　　さえぎ　　　　　　　　　　　　　しけ　　　　　しげ

　　　　　切る／斬る＋，一きるt，区切る★，蹴る士，遮る，仕切る，湿気る，茂るt，
　　　　　し　　　　　　　　しめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なじ

　　　　　締め切る＋，湿る÷，しゃべる士，知る★，滑る★，ちぎる★，つねる，詰る，
　　　　　にぎ　　　　　　　　　　　　ta　　　ののし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひね　　　　ムけ

　　　　　握る＊，ねじるX，練る，罵る，入る＊，走る★，張り切るt，捻る＋，耽る，

　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まい　　　　　ま　　　　　ま

　　　　　振り返る，滅る青，へる（「腹が～」）★，参る士，混じる／交じる＋tむしる，
　　　　　よこ　　　　　よみがえ

　　　　　横切る★，蘇る’

　　　b．「ます形」法での例外となる一段動詞（つまり、「ます」の前に「い」の母音を

　　　　含む音節を持つ一段動詞）の数：　46語
　　　　　あ　　　　　　　い　　　　　　　あ　　　　　　　い　　　　　えん　　　　　　お　　　　　　おう

　　　　　飽きる’，生きるt，浴びる★，居る士，演じる，老いる，応じる★，起きるt，
　　　　　お　　　　　　　　お　　　　　　“’　tl　　　　　　　　お　　　　　　ぬ　　　　　　　かえり　　　－．えl）　　　　　か

　　　　　落ちるt，帯びる，重んじる，下りる／降りるt，顧みる／省みる，借りるt，
　　　　　き　　　　きん　　　　　く　　　　こころ　　　　こ　　　　　さ　　　　　　し　　　　　しな

　　　　　着るt，禁じる，朽ちる，試みる，懲りる，錆びる★，強いる，萎びる★，

　　　　　ししじ　んし±うす　すぞん　　　　　染みる，滲みる，準じる，生じる★，過ぎる★，～過ぎる★，存じる＊，
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た　　　　　　つう　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　てん　　　　　とお　　　　　　　　　　に

足りig　＊，通じる★，尽きる，できる★，転じる，通り過ぎる＋，似る㌔

‘tのの　はひきほころほるみ煮る★，伸びる／延びる★，恥じる、率いる，綻びる，減びる，満ちる㌔

めい　　　　　　　ろん　　　　　　　わ

命じる★，論じる＋，詫びる★

　　例外例の数は同じであるが、内容を詳しく見てみると、それぞれ同t・一一・の語尾を持つと

見なし得る動詞がいくつか含まれていることがわかる。「辞書形」法での例外となる五段

動詞のリストには「～切る」を持つ動詞が9例含まれているのに対して、「ます形」法での

例外となる一段動詞のリストには「～ずる」と交替可能な「～じる」で終わる動詞が11例

含まれている控7。また、別の角度から見ると、前者のリストには2級語彙と認められた動詞

が30例含まれ、後者のリストには2級語彙と認められた動詞が26例含まれている。『日本

語能力試験出題基準』の語彙リストには、注5でふれたように、出題者の自由裁量に委ねら

れた2，200語が含まれていないので、以上の数字から「ます形」法のほうが「辞書形」法よ

り例外が少ないとは簡単に言えない。ただし、動詞分類判別法として「ます形」法のほう

が「辞書形」法より劣ると考えるのは、間違いである。

3，丸lb（1994：ユ22｝は、動詞分類判別法としての「辞書形」法の優i位性を次のように述べ

ているe

　　　「例えば、1グループ［五段動詞】の『行きます』　『飲みます』　『買います』も2グルー

　　　プ1一段動詞1の『見ます』　『起きます』　『信じます』＿（中略），．．も、ともに『－iます」

　　　の形で終わっていてグループ分けできません。そしてその極端な例として、『置き

　　　ます（1グループ）」『起きます（2グループ）』、『着きます（1グループ）』

　　　　『尽きます（2グループ）』のように、まったく同じ音になるものさえあります。し

　　　たがって、「・ます」の前の音からは2グループの一部（『－eます』になるもの。す

　　　なわち下一段動詞）の判別はできるものの、グループ分けの方法としてはあまり効

　　　果的なものではないといわざるをえません。」

しかし、同様のことは、　「辞書形」法にも言える。たとえば、「居る」と「要る／煎る／妙

る」の対立、　「変える／代える／変える／替える」と「返る／帰る」の対立、　「着る」と「切

るノ斬る」の対立、f閉める／占める／締める」と「湿る」の対立、「寝る」と「練る」の対

立、　「老ける」と「耽る」の対立、　「経る」と「減る」の対立などが見られる。動詞の

「活用」を「ます形」ではなく「辞書形」を中心に記述する根換がここで問題にしてきた

動詞分類判別法であるとすれば、この根拠はほとんどないと言ってよいだろう。　「ます形」

法を動詞分類判別法の観点からむやみに非難するのは、今後は、控えるべきであろう。
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注

この疑問が生まれたのは、私が国際大学の日本語教科書“Japanese　f。rIUJ　Studenしs”

（試用版：1996／97）用の‘℃rammatical　N。tes”（試用版：1996／97）を執筆していた時のこ

とである。ただ、執筆後も十分な時間が取れたわけではなく、よって以下に述べるこ

とは、限られた資料に基づく予備研究とみていただきたい。詳細な研究は、後日別の

機会に発表するつもりである。

また、田丸淑子と加藤陽子の両氏からは、原稿のスタイル及び表現に関して貴重な助

言を受けた。

ユ．丸山（1994：122＞では「1「ます」形に基づく動詞のグループ分けは1グルー．ブ分けの

　方法としてはあまり効率的なものではないといわざるをえません。＿仲略）＿この効率

　の悪い「一ますの形」から判別する方法しか取れない＿仲略）．．．旧本語学習者は1．．．（中

　略）＿勢い、面倒なグループ分けなどやめて、出てくる動詞を活用ごと丸暗記している

　という状況になりがちのようです。こうしたことを考えても、学習者の負担は相当な

　ものと考えられます。」と述べている。

2．実は、我々も、上記の日本語教科書‘‘Japanese　forlUJ　Students”及びその“Grammatical

　N。tes”を作成する際、同様の考え方に基づいて動詞の活用形の導入と説明を行った。

3．少なくとも、私はこのような試みを行った研究なり発表を知らない。

4，北原（1990）では、これらの同語尾を持つ語を一つのグループとしてまとめて掲げると

　同時に、一語一語を見出し語としても提示している。

5．『日本語能力試験出題基準」（1994）では、「1級の語彙は、次の7，800語を含む10，000

　語とする。」　（52ページ）と述べ、リスト外の2，200語の選択に出題者の自由を残し

　ている。

6，例外例のなかでアステリスク（りの付いている動詞は、『日本語能力試験出題基準」の

　語彙リストで2級用の語彙とされているもので、また、斜線で分けられている動詞は同

　リストで「同一語」と見なされている。

7．実際、『日本語能力試験出題基準』の語彙リストには「～じる」「～ずる」の両形が

　掲載されている。
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